
 

【傾向】 

サンデー系と欧州型ノーザンダンサー系の配合がベスト。 

 

ただ、今年は該当馬無し。 

しかも、父にサンデー系を持つ馬が１頭しかいない 

異例の開催となりました。 



 

なので今年は、欧州型ノーザンダンサー系を 

強調された母系を持つ馬に注目したいと思います。 

 

距離ローテとしては、前走１４００ｍからの 

距離延長ローテの馬が複回率２０９％と穴をあけております。 

 

また、前走有馬記念からの超短縮ローテに注目。 

（複率６０％ 複回率１２４％） 

 

 

【予想見解】 

◎１０番モズゴールドバレル 

父：米ミスプロ系 

母父：欧デインヒル系 

祖母父：欧ノーザンダンサー系 

 

母系の欧州色が強い配合馬で、 

半兄は英国のマイルＧ１を２勝。 

 

前走は休み明けなのに馬体重が１０キロ減。 

 

しかも１着から７着までが４角７番手より後方から 



追込んできた馬が独占する「極端な差し有利馬場」で 

先行馬の中では最先着しておりました。 

 

今回は逃げ馬不在、先行馬手薄なメンバー構成の小頭数。 

 

例年スローペースになりやすいレースでもあり、 

展開的にかなり恵まれそうな気配であります。 

 

 

★３番テンハッピーローズ 

父：エピファネイア（欧ロベルト系） 

母父：タニノギムレット（欧ロベルト系） 

英国牝系で、祖母の全妹は英国マイルＧ１で２着２回。 

 

温かくならないと走らない、牝馬らしい牝馬。 

 

昨年の当レースは騎手の判断ミスで 

前有利な展開と馬場を後方待機して届かず。 

 

長い休み明けを叩かれた２戦目で変わり身を。 

 

 

○９番ウンブライル 



父：ロードカナロア（欧キングマンボ系） 

母父：ファルブラヴ（欧フェアリーキング系） 

 

長欠明けを叩かれて上昇軌道に乗りそうなＧ１連対実績馬。 

ちなみに全兄ステルヴィオはＧ１マイルＣＳ馬。 

 

血筋・能力ともに、ここでは上位の存在。 

 

 

▲１１番ライラック 

メンバー唯一の「父サンデー系」で、 

ダイワメジャーを出したスカーレットインク牝系出身。 

 

前走Ｇ１有馬記念組は複率６０％ 

鞍上の進言もあってのマイル路線復帰。 

 

マイル重賞勝ち馬が、本来の距離に戻るなら 

血統も含めて軽視はできません。 

 

 

△１番マスクトディーヴァ 

ビハインドマスク牝系はダート重賞活躍馬と、 

芝では非根幹距離重賞活躍馬を複数出しております。 



 

能力は高いので、アッサリもありそうですが、 

単勝１倍台の前走が、いくら展開不向きとは言え 

いささか負けすぎの感もございますな。 

 

ルーラーシップ×ディープインパクトの 

配合を持つ牝馬が、マイル重賞未勝利と言うのも 

不安を覚えるポイントのひとつ。 

 

ここは連下扱いでお茶を濁します。 

 

 

【馬券】 

ＥＺーＷＩＮ推奨馬券 

馬連・３連複３頭ボックス 

１番・６番・９番 

 

くまもん馬券 

ワイド １０－３・９・１１ 

馬連 １０－１・３・９・１１ 

３連複フォーメーション１４点 

１０－１・３・９・１１－印全頭 


